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いろいろな状
じょう
況
きょう
に合

あ
う文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
が、会

かい
話
わ
で学

まな
べる一

いっ
冊
さつ

『自
し
然
ぜん
に使

つか
える文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
』

▽機
き
能
のう
ごとに学

まな
んで、練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい

　で確
かく
認
にん

　本
ほん
書
しょ
はアカデミック・ジャパニーズ日

に
本
ほん
語
ご
表
ひょう

現
げん
ハンドブックシリーズの10冊

さつ
目
め
となります。

今
いま
まで学

まな
んだ文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
について「意

い
味
み
はわかる

けれど、使
つか
えない」と感

かん
じている学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は多

おお
い

と思
おも
います。そんな人

ひと
のために大

だい
学
がく
のキャンパ

ス等
とう
で話

はな
されている会

かい
話
わ
の中

なか
でよく使

つか
われる約

やく

100の文
ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
を機

き
能
のう
ごとにまとめてあります。

　本
ほん
書
しょ
は第

だい
１章

しょう
「意

い
志
し
・願

がん
望
ぼう
・感

かん
情
じょう
」第

だい
２章

しょう

「要
よう
求
きゅう
・勧

かん
誘
ゆう
」第

だい
３章

しょう
「判

はん
断
だん
・伝

でん
聞
ぶん
」第

だい
４章

しょう

「聞
き
き手

て
への態

たい
度
ど
」の４つの章

しょう
からなっていま

す。各
かく
章
しょう
の構

こう
成
せい
は、大

おお
きく２つに分

わけ
けられます。

　まず、キャンパスライフ会
かい
話
わ
（つまり、大

だい
学
がく

キャンパス場
ば
面
めん
での会

かい
話
わ
）です。次

つぎ
にその会

かい
話
わ

文
ぶん
に出

で
てきた一

ひと
つ一

ひと
つの文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
について以

い
下
か

のような説
せつ
明
めい
が続
つづ
きます。

１） 文
ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
の簡
かん
単
たん
な説

せつ
明
めい
・言

い
い換

か
え

２） その表
ひょう
現
げん
を使
つか
う時
とき
の注

ちゅう
意
い
点
てん

３） 接
けい
続
ぞく
の形

かたち

４） その表
ひょう
現
げん
を使

つか
える相

あい
手
て

５） 会
かい
話
わ
例
れい

６） 語
ご
訳
やく
（英
えい
語
ご
・中

ちゅう
国
ごく
語
ご
・韓

かん
国
こく
語
ご
）

　この本
ほん
の特
とく
色
しょく
は大

だい
学
がく
キャンパス場

ば
面
めん
での会

かい
話
わ

文
ぶん
と、そこで出

で
てきた文

ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
に説

せつ
明
めい
文
ぶん
をつけ、

話
わ
者
しゃ
（自

じ
分
ぶん
）と会

かい
話
わ
の相

あい
手
て
からなる応

おう
答
とう
の形

かたち
に

なった例
れい
文
ぶん
で、「いつ、どこで、だれに使

つか
える

のか」、実
じっ
際
さい
の使

つか
い方

かた
をわかりやすく示

しめ
してい

る点
てん
です。そして各

かく
章
しょう
末
まつ
には練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
がありま

す。

▽学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のレベルにより、

　さまざまな使
つか
い方

かた
ができる

　本
ほん
書
しょ
の使

つか
い方

かた
として次

つぎ
のようなやり方

かた
が紹

しょう

介
かい
されています。たとえば第

だい
１章

しょう
・「感

かん
情
じょう
」で

すが、「キャンパ

スライフ会
かい
話
わ
集
しゅう
２

（感
かん
情
じょう
）」でどの

ような文
ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
が

使
つか
われているのか

イメージをつかみ

ます。次
つぎ
に意

い
味
み
や

接
せつ
続
ぞく
の形

かたち
、さらに

どういう相
あい
手
て
に対
たい
して使

つか
えるかを具

ぐ
体
たい
的
てき
な会

かい
話
わ

例
れい
をもとに勉

べん
強
きょう
します。それらを一

ひと
通
とお
り勉
べん
強
きょう
し

たあと、練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
で確
かく
認
にん
します。その他

ほか
の方

ほう
法
ほう

としては、先
さき
に練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
をやり、間

ま
違
ちが
えたとこ

ろを「キャンパスライフ会
かい
話
わ
集
しゅう
」で確

かく
認
にん
し、そ

の表
ひょう
現
げん
に関

かん
する説

せつ
明
めい
を読

よ
みます。そのあとでも

う一
いち
度
ど
練
れん
習
しゅう
問
もん
題
だい
に戻

もど
り勉

べん
強
きょう
することもできます。

　各
かく
章
しょう
の「キャンパスライフ会

かい
話
わ
集
しゅう
」の会

かい
話
わ
例
れい

は８つだけですが、それぞれの文
ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
にも会

かい

話
わ
例
れい
が数
すう
例
れい
ありますので、テキスト全

ぜん
体
たい
ではか

なりの文
ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
を学

まな
ぶことができます。また、

各
かく
章
しょう
末
まつ
にあるコラムという読

よ
み物

もの
も適

てき
切
せつ
な文

ぶん
末
まつ

表
ひょう
現
げん
を選
えら
ぶためのヒントになるでしょう。
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　「日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
材
ざい
や図

と
書
しょ
に関

かん
する新

あたら
しい情

じょう
報
ほう
がほしい」という海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
方
がた
の声

こえ
をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん
出
しゅっ
版
ぱん
された日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい
や参
さん
考
こう
書
しょ
を中

ちゅう
心
しん
に紹

しょう
介
かい
してい

きます。誌
し
面
めん
の制

せい
約
やく
上
じょう
、一

いっ
回
かい
に多

おお
くの本

ほん
を紹

しょう
介
かい
できませんが、「海

かい
外
がい
の先

せん
生
せい
にとって使

つか

いやすい教
きょう
材
ざい
」「授

じゅ
業
ぎょう
や研

けん
究
きゅう
の役

やく
に立

た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ
・資

し
料
りょう
」

などを取
と
り上

あ
げます。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－
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　日
に
本
ほん
には、季

き
節
せつ
ごとにさまざまな行

ぎょう
事
じ
があり

ます。日
に
本
ほん
で昔

むかし
から行

おこな
われてきたもの、中

ちゅう
国
ごく
や

欧
おう
米
べい
から伝

つた
わり、形

かたち
を変

か
えて日

に
本
ほん
の生

せい
活
かつ
に溶

と
け

込
こ
んだものもあります。

　この本
ほん
は、現

げん
在
ざい
も日

に
本
ほん
の各

かく
地
ち
で行

おこな
われている

行
ぎょう
事
じ
について、①今

いま
の様
よう
子
す
②その行

ぎょう
事
じ
の意

い
味
み
や

由
ゆ
来
らい
③楽

たの
しみ方

かた
を紹

しょう
介
かい
する本

ほん
です。行

ぎょう
事
じ
は１月

がつ

から12月
がつ
までの月

つき
の順

じゅん
番
ばん
で配

はい
列
れつ
されています。

もともとは、日
に
本
ほん
の家

か
庭
てい
で行

ぎょう
事
じ
にちなんだ歌

うた
や

遊
あそ
びを楽

たの
しんだり、親

おや
が子

こ
どもに行

ぎょう
事
じ
の由

ゆ
来
らい
を

説
せつ
明
めい
したりするために作

つく
られた本

ほん
です。子

こ
ども

が親
した
しみを持

も
てるように、すべてのページにカ

ラー印
いん
刷
さつ
の絵

え
や写

しゃ
真
しん
があり、文

ぶん
章
しょう
もほとんどひ

らがなで書
か
かれています。

　たとえば、４月
がつ
の「おはなみ」では、最

さい
初
しょ
に

家
か
族
ぞく
連
づ
れのお花

はな
見
み
の様
よう
子
す
が絵

え
で紹

しょう
介
かい
され、次

つぎ
に

「おはなみのゆらい」としてその歴
れき
史
し
がつづら

れ、そして、「おはなみべんとうをつくろう」

で紙
かみ
やビニールなどの身

み
近
ぢか
なものでお弁

べん
当
とう
を作

つく

る遊
あそ
びが紹

しょう
介
かい
されています。５月

がつ
の「たんごの

せっく」では、③の部
ぶ
分
ぶん
でこいのぼりやかぶ

との作
つく
り方

かた
と、「こいのぼり」の歌

うた
が紹

しょう
介
かい
され

ています。各
かく
ページの「おうちの方

かた
へ」という

コラムは大
おと
人
な
向
む
けの詳

くわ
しい説

せつ
明
めい
です。巻

かん
末
まつ
には

「おやこでチャ

レンジぎょうじ

クイズ」と、行
ぎょう

事
じ
と旧

きゅう
暦
れき
（昔

むかし
の

カレンダー）の

関
かん
係
けい
を説

せつ
明
めい
した

「語
かた
り伝
つた
えたい、

行
ぎょう
事
じ
の意

い
味
み
と由

ゆ

来
らい
」があります。

　海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご

のクラスでこの

本
ほん
を利

り
用
よう
する場

ば

合
あい
、いろいろな

方
ほう
法
ほう
が考

かんが
えられます。

各
かく
行
ぎょう
事
じ
の②の部

ぶ
分
ぶん
の

文
ぶん
章
しょう
は読

どっ
解
かい
の練

れん
習
しゅう
に

使
つか
えます。③の部

ぶ
分
ぶん

は初
しょ
等
とう
教
きょう
育
いく
段
だん
階
かい
での

教
きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
に応

おう
用
よう
することもできそうです。また

「おうちの方
かた
へ」の部

ぶ
分
ぶん
は教

きょう
師
し
が授

じゅ
業
ぎょう
の準

じゅん
備
び
を

する際
さい
に役

やく
立
だ
つでしょう。
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　日
に
本
ほん
語
ご
の勉

べん
強
きょう
で漢

かん
字
じ
がいちばん難

むずか
しい、とい

う学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の声

こえ
をよく聞

き
きます。実

じっ
際
さい
、漢
かん
字
じ
には

一
ひと
つ一

ひと
つ意

い
味
み
があり、さまざまな読

よ
み方
かた
がある

など、独
どく
特
とく
の性

せい
質
しつ
があります。

　本
ほん
書
しょ
は『絵

え
でわかるかんたんかんじ80』の続

ぞく

編
へん
です。前

ぜん
回
かい
と同

おな
じように、特

とく
に非

ひ
漢
かん
字
じ
圏
けん
から

来
らい
日
にち
した、小

しょう
学
がっ
校
こう
低
てい
学
がく
年
ねん
の子

こ
どもたちが、漢

かん
字
じ

に慣
な
れながら学

がく
習
しゅう
を進

すす
めていけるように作

つく
られ

た教
きょう
材
ざい
です。日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
や学

がっ
校
こう
の場

ば
面
めん
でよく使

つか
わ

れる漢
かん
字
じ
が選

えら
ばれていますから、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にとっ

て親
した
しみやすく興

きょう
味
み
を持

も
って学

がく
習
しゅう
でき、教

きょう
師
し
に

とっても扱
あつか
いやすいでしょう。

　１課
か
ごとに動

どう
物
ぶつ
、天

てん
気
き
、地

ち
形
けい
、方
ほう
角
がく
、季

き
節
せつ
な

どのテーマがあり、新
あたら
しい漢

かん
字
じ
がそれぞれ４～

６つ導
どう
入
にゅう
されます。

　本
ほん
書
しょ
の最
さい
大
だい
の特
とく
徴
ちょう
は、一

ひと
つ一
ひと
つの漢

かん
字
じ
が、①

音
おん
（読

よ
み方

かた
）、②形

かたち
、③意

い
味
み
をわかりやすく説

せつ

明
めい
したイラスト、の３つのポイントとともに紹

しょう

介
かい
されていることです。同

おな
じイラストが練

れん
習
しゅう
問
もん

題
だい
にもふんだんに使

つか
ってあり、漢

かん
字
じ
の音
おん
・形

かたち
・

意
い
味
み
をくり返

かえ
し結
むす
びつける役

やく
割
わり
を果

は
たしていま

す。

　基
き
本
ほん
的
てき
な練

れん
習
しゅう
問
もん
題
だい

のほかに、各
かく
課
か
ごと

に関
かん
連
れん
する読

よ
み物

もの
や

クイズ、歌
うた
も盛

も
り込

こ

まれ、楽
たの
しく学

がく
習
しゅう
が

進
すす
められるようにな

っています。

　『かんたんかんじ

80』『かんたんかん

じ160』を合
あ
わせる

と、240の漢
かん
字
じ
を学

まな

ぶことができます。

実
じっ
際
さい
に多

おお
くの非

ひ
漢
かん
字
じ

圏
けん
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が300の漢

かん

字
じ
を学

まな
ぶのに苦

く
労
ろう
して

います。本
ほん
書
しょ
はそのよ

うな学
がく
習
しゅう
者
しゃ
にとって、

また指
し
導
どう
する教

きょう
師
し
にと

って役
やく
立
だ
つ一

いっ
冊
さつ
になる

ことでしょう。
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日
に
本
ほん
の行

ぎょう
事
じ
を絵

え
や写

しゃ
真
しん
、短

みじか
い文

ぶん
章
しょう
、歌

うた
、遊

あそ
びで知

し
る

『えほん百
ひゃっ
科
か
　ぎょうじのゆらい』

わかりやすいイラストで、漢
かん
字
じ
の意

い
味
み
を学

まな
ぶ

『絵
え
でわかるかんたんかんじ160』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
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　「グローバリズム」、「インフォメーションテ

クノロジー」、などの影
えい
響
きょう
を受

う
け、日

に
本
ほん
語
ご
の中

なか

でカタカナ語
ご
は、もはや欠

か
くことができない言

こと

葉
ば
となっています。

　本
ほん
書
しょ
は、日

にち
常
じょう
的
てき
に使

つか
われるカタカナ語

ご
の類

るい
語
ご

や関
かん
連
れん
語
ご
5000語

ご
を集

あつ
めたカタカナ語

ご
辞
じ
典
てん
です。

日
に
本
ほん
語
ご
のキーワード（見

み
出
だ
し語

ご
）から引

ひ
けるよ

うになっている点
てん
が特

とく
徴
ちょう
です。見

み
出
だ
し語

ご
に対

たい
応
おう

するカタカナ語
ご
の類

るい
語
ご
を、基

き
本
ほん
類
るい
語
ご
と発
はっ
展
てん
類
るい
語
ご

の二
に
段
だん
階
かい
で示

しめ
しています。基

き
本
ほん
類
るい
語
ご
には用

よう
例
れい
が

ついていて、言
こと
葉
ば
の意

い
味
み
だけでなく、使

つか
い方

かた
も

分
わ
かるようになっています。発

はっ
展
てん
類
るい
語
ご
は、小

こ
見
み

出
だ
しごとに分

ぶん
類
るい
して解

かい
説
せつ
しています。

　例
たと
えば、見

み
出
だ
し語

ご
「学
まな
ぶ」で引

ひ
いてみると、

基
き
本
ほん
類
るい
語
ご
として「スタディー」「ワーク」が取

と

り上
あ
げられています。発

はっ
展
てん
類
るい
語
ご
としては、【授

じゅ

業
ぎょう
や講
こう
義
ぎ
を受

う
けて学

まな
ぶ】という小

こ
見
み
出
だ
しで「レ

クチャー」「レッスン」「ゼミナール」が、【学
がく

問
もん
的
てき
な学
まな
び】という小

こ
見
み
出
だ
しで「アカデミック」、

【学
まな
んで習

しゅう
得
とく
する】という小

こ
見
み

出
だ
しで「ラーン」「エクササイ

ズ」「ドリル」「タスク」がそれ

ぞれ取
と
り上

あ
げられています。

　また、原
げん
語
ご
の語

ご
源
げん
を示

しめ
した

「ちょっと語
ご
源
げん
」、カタカナ類

るい

語
ご
に関

かん
連
れん
した映

えい
画
が
や小

しょう
説
せつ
などの

作
さく
品
ひん
タイトルを示

しめ
した「作

さく
品
ひん
」、

発
はっ
展
てん
的
てき
な情

じょう
報
ほう
を示

しめ
した「参

さん
考
こう
」

など、理
り
解
かい
を深

ふか
めるための情

じょう
報
ほう

がある見
み
出
だ
し語

ご
もあり、一

ひと
つの

見
み
出
だ
し語

ご
からカタカナ語

ご
表
ひょう
現
げん
の

広
ひろ
がりを感

かん
じることもできるで

しょう。

　巻
かん
末
まつ
には、カタカナ語

ご
の同

どう
音
おん

異
い
義
ぎ
語
ご
と多

た
義
ぎ
語
ご
が付

ふ
録
ろく
としてま

とめられていて、一
ひと
つのカタカ

ナ語
ご
でも使

つか
われる場

ば
面
めん
や

状
じょう
況
きょう
によって意

い
味
み
が変

か
わ

ってくることが確
かく
認
にん
でき

るでしょう。

●データ●

　みなさんは「にこにこ笑
わら
う」「にっと笑

わら
う」

「にやにや笑
わら
う」「げらげら笑

わら
う」「くすくす笑

わら

う」と聞
き
いてどのような笑

わら
い方
かた
を想
そう
像
ぞう
しますか。

日
に
本
ほん
語
ご
では動

どう
詞
し
の前

まえ
に擬

ぎ
音
おん
語
ご
擬
ぎ
態
たい
語
ご
をつけると、

表
あらわ
される様

よう
子
す
が全

まった
く変

か
わります。これらは日

に
本
ほん

人
じん
のものの見

み
方
かた
を強

つよ
く反
はん
映
えい
しているため、うま

く使
つか
えば、状

じょう
況
きょう
をより豊

ゆた
かに表

ひょう
現
げん
することがで

きます。しかしながら、日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がこれら

の表
ひょう
現
げん
を自

じ
由
ゆう
に使

つか
えるようになるには、単

たん
に意

い

味
み
を覚

おぼ
えるだけでなくその語

ご
が持

も
つ微

び
妙
みょう
な意

い
味
み

やその他
ほか
の類

るい
似
じ
表
ひょう
現
げん
との違

ちが
いまで覚

おぼ
えなければ

ならないため、習
しゅう
得
とく
は容
よう
易
い
ではありません。

　本
ほん
書
しょ
は、擬

ぎ
音
おん
語
ご
擬
ぎ
態
たい
語
ご
の意

い
味
み
だけでなく暗

あん
示
じ

されている心
しん
理
り
的
てき
な意

い
味
み
についてもあわせて説

せつ

明
めい
した本

ほん
格
かく
的
てき
な辞

じ
典
てん
です。取

と
り上

あ
げられている

見
み
出
だ
し語

ご
は1064語

ご
ですが、同

どう
族
ぞく
語
ご
（その語

ご
と同

おな

じ仲
なか
間
ま
に属

ぞく
する語

ご
）や関

かん
連
れん
語
ご
（その語

ご
と関
かん
連
れん
のあ

る語
ご
）を含

ふく
めると総

そう
語
ご
数
すう
は約

やく
2200語

ご
になります。

　用
よう
例
れい
は、ことわざ、標

ひょう
語
ご
、ＣＭ、民

みん
謡
よう
などか

ら典
てん
型
けい
的
てき
な例

れい
を集
あつ
め、使

つか
い方

かた
にかたよりがない

ように配
はい
慮
りょ
されています。また、解

かい
説
せつ
には、そ

の語
ご
の中

ちゅう
心
しん
となる意

い
味
み
に加
くわ
え、その語

ご
の持

も
つイ

メージの分
ぶん
析
せき
、類

るい
義
ぎ

語
ご
との比

ひ
較
かく
、その語

ご

から伝
つた
わる心

しん
理
り
的
てき
な

意
い
味
み
などについての

記
き
述
じゅつ
もあります。教

きょう

師
し
や学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は用

よう
例
れい
と

解
かい
説
せつ
をよく読

よ
むこと

で、言
こと
葉
ば
ではうまく

説
せつ
明
めい
できない微

び
妙
みょう
な

意
い
味
み
も理

り
解
かい
できるで

しょう。

　見
み
出
だ
し語

ご
は50音

おん
順
じゅん

に並
なら
んでいるので普

ふ

通
つう
の辞

じ
書
しょ
のように

引
ひ
けますが、巻

かん
末
まつ
の

索
さく
引
いん
には見

み
出
だ
し語

ご
の

他
ほか
、関

かん
連
れん
語
ご
、関

かん
連
れん
事
じ

項
こう
も並

なら
んでいるので、

キーワード（例
れい
：「笑

わら

い」）から自
じ
分
ぶん
が知

し

りたい擬
ぎ
音
おん
語
ご
擬
ぎ
態
たい
語
ご
を調

しら
べることもできます。
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z三
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日
に
本
ほん
語
ご
のキーワードから引

ひ
けるカタカナ語

ご
辞
じ
典
てん

『カタカナ類
るい
語
ご
辞
じ
典
てん
』

ち
・
ん
・
ぷ
・
ん
・
か
・
ん
・
ぷ
・
ん
・
の擬

ぎ
音
おん
語
ご
擬
ぎ
態
たい
語
ご
もすらすら理

り
解
かい
できる

『現
げん
代
だい
擬
ぎ
音
おん
語
ご
擬
ぎ
態
たい
語
ご
用
よう
法
ほう
辞
じ
典
てん
』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P.384 P. 385

P.353 P. 352

P.18 ～ 20 は以
い
下
か
の日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が図

と
書
しょ
を選
えら
び、分

ぶん
担
たん
して紹

しょう
介
かい
文
ぶん
を執
しっ
筆
ぴつ
しました。

雄
おお
谷
や
進
すすむ
、木

き
山
やま
登
と
茂
も
子
こ
、大
おお
隅
すみ
敦
あつ
子
こ
、島
しま
田
だ
徳
のり
子
こ
、押

おし
尾
お
和
かず
美
み
（執
しっ
筆
ぴつ
順
じゅん
）




